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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,53 44,82 +0,29 43,62 +1,20

USD / BRL Spot BRL 2,1872 2,1789 -0,0083 2,2523 -0,0734

USD / JPY Spot JPY 97,42 97,68 +0,26 98,24 -0,56

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.154 55.073 +919 53.739 +1.334

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 162,6 164,0 +1,4 176,6 -12,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,49 11,46 -0,03 11,58 -0,12

DI Future Apr14（金利先物） % 9,94 9,95 +0,01 9,55 +0,40

3 Months US Dollar Libor % 0,237 0,236 -0,001 0,248 -0,012

CRB Index（国際商品指数） Index 282,6 281,9 -0,7 287,0 -5,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年10月29日

Indicator Unit 10月25日

昨日のドルレアルスポット相場は米緩和策継続や介入への思惑から若干のレアル高となる展開でした。
朝方は、週次サーベイで来年末のインフレ見通しが引き下げられて改善した一方で成長率見通しが鈍化
したため、先週末比あまり変わらない２．１８台半ばでもみ合いとなりました。しばらく様子見が続きましたが、
米緩和策継続観測からリスクオンの地合いが優勢だったことやスワップロールオーバーが今週も行われる
ことなどからレアルじり高の動きとなりました。総じて小動きでしたが、結局相場は２．１７台後半で引けて
います。

来月初満期のスワップロールオーバーは昨日１０億ドル実施され本日分も１０億ドル実施することが昨夜
アナウンスされました。市場ではほぼ想定内の動きと見ていたようで反応は限定的になってきましたが、
材料難もあって動きづらいというのが本当のところかもしれません。今日から２日間にわたってＦＯＭＣが
開催されますが、緩和策縮小見送りで固まっておりバーナンキ議長の記者会見もないため市場の注目度
はいつもより低い状態です。市場は当面緩和的な状態が続くとの見通しに傾いていますが、ブラジルの
成長見通しが鈍化を続けていることもありレアルの方向感は目先定まりづらい展開となりそうです。
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